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青年とは 〜 大きな希望を有する者 〜 

 

2024年6月13日 東久留米市の落合川を散策した。【『川の中を泳ぐ鯉』、『川辺の鴨の親子』、『公園での

老人ゴルフ』】を見て 心休まる時となった。 

 

6月14日は病理組織診断の業務を行った。 Wifeが6月15日アメリカ合衆国ワシントン州（タコマ）の娘家族

を訪問するので、息子夫妻の配慮で早めの『父の日』(6月16日)の夕食会が企画された。 楽しいひと時であ

った。 ただただ感謝である。 筆者も、７月にアメリカに訪問する予定である。 

 

6月15日は、2012年にスタートした『お茶の水メデイカル・カフェ in OCC』に赴く(画像)。 筆者は個人面

談の機会が与えられ、ドキュメンタリー映画『新渡戸の夢 〜 学ぶことは生きる証 〜』(画像)の上演も企

画されるようである。  

 

【若き日、浄土宗の開祖 法然(1133-1212)に関する本、弟子の浄土真宗の宗祖 親鸞(1173-1263）の教えの

『歎異抄』を熟読したものである。 親鸞の『歎異抄』に『人種、性別、年齢、能力、貧富に関係なく、誰

もが平等に「人間に生まれて良かった」と言える』とある。  

筆者に強い印象を与えた言葉は、今は廃校になった小学校の卒業式で、来賓が語った『ボーイズ・ビー・ア

ンビシャス』(Boys, be ambitious)である。 札幌農学校を率いたウィリアム・クラーク(1826-1886)が、そ

の地を去るに臨んで、馬上から学生に向かって叫んだと伝えられている。 内村鑑三（1861-1930）& 新渡戸

稲造(1862-1933)は、２期生の同窓生である。 そして、内村鑑三、新渡戸稲造、南原繁(1889-1974)、矢内

原忠雄（1893-1961）の著作の読書遍歴に繋がった。 

『柔和で穏やかな心をもって接すれば、相手からも 同じように柔和な心を 引き出すことができる』&『青

年とは 大きな希望抱負を有する者を称するので、年齢の多少を問わない。 ゆえに希望なき者は、いかに若

年であっても、片足を棺桶に踏み込んでいるのと同じようなもので、希望さえあれば、三十になっても。六

十になっても、すなわち 青年というべきである』(新渡戸稲造）】を、今回、さりげなく語る予定である。 

  



  



 


